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はじめに

スギ花粉症の有病率は 12～13％ともいわれ1），社

会問題になっている．それとともに花粉情報・飛散予

測が一般普及し，患者自身いろいろな情報を得られる

ようになってきた．また，メディカルケアとして初期

療法が普及しつつあるが，セルフケアの重要性もいわ

れている2）3）．近隣在住花粉症患者セルフケアの実態

はどうか．当院の花粉飛散データと患者アンケートか

ら検討した．

対象及び方法

1．対象

2003 年 1 月 20 日～4月 30 日，国立大阪南病院及び

数 100m離れた佐野耳鼻咽喉科医院に花粉症と自己申

告し，治療目的で受診した患者（男性 174 名，女性 352

名計 526 名）に受付でアンケート用紙を配付した．花

粉症患者の実態調査という主旨・使用目的を説明した

ところ，男性 167 名，女性 340 名計 507 名で回答が得

られた．回収率は 96.4％（男性 96.0％，女性 96.6％）で

あった．このうち問診・検査結果等から明らかにス

ギ・ヒノキ科花粉症以外であると判断した症例を除

き，男性 160 名，女性 328 名計 488 名を解析対象とし

た．
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スギ・ヒノキ科花粉症に対し，メディカルケアとともにセルフケアが重要とされている．2003年から

当院でも花粉観測を開始し，地域住民に情報提供を始めた．住民のセルフケアの実態をアンケートにて

検討した．

スギ花粉飛散開始は 2月 17日であったが，それ以前に 34.6％の患者が受診していた．受診患者の抗

原検索率は 45.5％であった．84.8％のものが花粉情報を利用しており，セルフケア実施率は 41.4％で

あった．女性の方が花粉情報利用率，セルフケア実施率が高かった．また，花粉飛散開始前受診患者・

抗原検索を行ったことがあるもの・花粉情報を利用するものはセルフケアの実施率が高かった．

今後，花粉情報の活用・正しい診断とセルフケア実施に対して，患者教育が重要と思われた．
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Table 1　Sex and age of patients 

with pollinosis

FemaleMaleAge

 1 2～ 9

 15 1410～ 19

 40 2020～ 29

 71 3330～ 39

 93 3440～ 49

 67 3150～ 59

 31 1960～ 69

 9 770～ 79

 1 080 ～

 328 160Total

2．方法

1）飛散花粉観測

飛散花粉観測はダーラム型花粉捕集器を用い当院中

庭にて行った．スライドグラスの染色は genitiana-

violet-glycerin jelly を用いた．

2）アンケート内容

アンケートでは年齢，性別，スギ・ヒノキ科花粉症

の発症時期または年齢，抗原検索の有無及び原因抗原，

今シーズンの発症日，花粉情報利用の有無，セルフケ

ア実施の有無及び内容を記載してもらった．

3）統計処理

統計学的検討は χ2 検定を行い，p＜0.05 を有意とし

た．

結 果

1．スギ・ヒノキ科花粉飛散と初診患者数（Fig. 1）

当院における観測ではスギ花粉飛散開始は 2月 17

日，最大飛散日は 3月 2日で 314.8 個�cm2，飛散終了
日は 4月 19 日であった．また，ヒノキ科花粉飛散開始

は 4月 1日，最大飛散日は 4月 7日で 298.8 個�cm2，
飛散終了日は 4月 29 日であった．スギ花粉飛散開始以

前に男性 57 名（35.6％），女性 112 名（34.1％）計 169

名（34.6％）の患者が受診していた．

2．受診患者（Table 1）

年齢は 7～82 歳にわたっており，平均は 41.7±14.2

歳であった．性別では女性が，年齢別では 30～50 歳代

が多かった．

3．花粉症発症年齢（Fig. 2）

男性，女性ともに 10 歳代になると急に発症が増え，

Fig. 1. Pollen dispersion and the number of patients who visited hospital and clinic.
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20～30 歳代での発症がピークであった．しかし，70

歳代発症例も見られた．平均罹病期間は 12.1±7.8 年で

あった．

4．抗原検索

対象患者で原因抗原を調べたことがあるものは 220

名（45.5％回答 484 名）であった．当院受診患者は

Fig. 2. Age of onset on pollinosis.

Fig. 3. The utilization of pollen information.
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65.6％（59�90），佐野耳鼻咽喉科受診患者は 40.9％
（161�394）のものが検査を受けていた．しかし，結果
を「忘れた」患者が 23 名（10.5％男性 5名，女性 18

名）いた．原因抗原を「スギ・ヒノキ」と回答したも

のは 75 名（34.1％），「スギ」は 117 名（53.2％），「ヒノキ」

は 5名（2.3％）であった．当院カルテより，51 名につ

Fig. 4. Methods of self-care.

Fig. 5. The rate of patients who did self-care.
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いて自己の認知度を調べた．花粉・通年性抗原全ての

原因抗原を正しく答えられた患者は 15 名（29.4％）で

あった．

重複抗原は，イネ科 42.0％（21�50），ブタクサ 25.0％
（12�48），ダニまたはハウスダスト 36.0％（18�50）で
あった．

5．症状発現から受診まで

今シーズンの症状発現後，医療機関受診までの日数

をみた．未発症での受診は男性 44 名（27.5％），女性 69

名（21.0％）計 113 名（23.2％）と約 1�4 を占めていた．
発症後受診 375 名のうち症状発現後 1週間以内に受診

したものは 144 名（男性 43 名，女性 101 名）だった．

これは，発症日を覚えていた 299 名（男性 99 名，女性

200 名）のうち 48.2％（男性 43.4％，女性 50.5％）にあ

たる．平均で症状発現 12.0±12.6 日後に医療機関を受

診していた．

6．花粉情報利用の有無（Fig. 3）

「花粉情報を利用するか」との質問で「する」の回答

は 413 名（84.8％回答 487 名），男性 120 名（75.0％），

女性 293 名（89.6％）だった．女性が男性に比べ利用率

が高く，有意差がみられた（p＜0.01）（Fig. 3）．また，

発症の有無・花粉飛散開始前後の受診・抗原検索の有

無の各項目を男女別に比較した．未発症受診・花粉飛

散開始前受診・抗原検索有の群では花粉情報利用率に

性差はなかった．しかし，発症後受診・花粉飛散開始

後受診・抗原検索無の群では女性が男性より利用率が

高かった．

7．セルフケア（Fig. 4・Fig. 5）

セルフケアを実施していた患者は 192 名（41.4％，回

答 464 名），男性 34.7％（52�150），女性 44.6％（140�314）
だった．内容はマスク，眼鏡，花粉のつきにくい衣類

の順であった（Fig. 4）．実施率を各項目で比較した

（Fig. 5）．男性より女性が，花粉飛散開始後受診患者よ

り開始前受診患者が，抗原検索無のものより有のもの

が，花粉情報を利用しないものより利用するものが，

各々セルフケア実施率は有意に高かった．また，未発

症受診のものが発症後受診のものより実施率が高い傾

向にあった．発症の有無・花粉飛散開始前後の受診・

抗原検索の有無・花粉情報利用の有無の各項目で，性

差はなかった．

考 察

花粉情報が一般に普及し，誰でもその情報が得られ

るようになってきた．しかし，花粉情報の有用性は測

定地点からの距離に依存するといわれている4）．2002

年まで，当院のある大阪府河内長野市では花粉観測が

行われていなかった．しかし，アンケートでも 84.8％

の患者が花粉情報を利用していると答えており，近隣

の花粉情報を提供することは意義が深い．観測結果を

当院及び佐野耳鼻咽喉科に掲示したが，身近な花粉情

報として熱心に見入る患者の姿がみられた．

当院ではリアルタイムモニターKH3000 も稼動さ

せているが，現在の飛散状況をインターネットや携帯

電話またはホームページ等で閲覧できるようになれ

ば，より精密な情報提供が可能である．気温・風速・

風向といった気象条件と飛散量の関係も調査してお

り5），今後は花粉観測データを蓄積し飛散予測も提供

したい．

受診患者の抗原検索率は 45.5％と半数以下であり，

自己の抗原認知率も 29.4％と低かった．治療には正し

い診断が必要である．スギ花粉症と自己診断している

症例で実際にスギ花粉症と診断し得るのは約 80％と

いう報告6）がある．治療に先だって正しい診断が重要

であることを指導する必要もある．

セルフケアを実施している患者は 41.4％と半数以

下であったが，嶽らの報告でも 37.3％とある7）．今回

の結果で，花粉情報を利用するとの回答があったもの

でもセルフケア実施は半数以下であった．花粉情報の

活用の仕方やセルフケアの情報はまだまだ十分ではな

い．抗原回避と除去はまず行うべき指導である．防御

マスク，メガネによって鼻粘膜および結膜に侵入する

花粉数を減少できることは示されており8）9），市販マ

スクの性能も報告がある10）．花粉情報を提供するだけ

にとどまらず，具体的なセルフケア指導を行い，実施

率をあげるべきであろう．

性別では，男性より女性の方がセルフケア実施に積

極的であった．また，花粉飛散開始後受診患者より開

始前受診患者が，花粉情報を利用するものはしないも

のより実施率が有意に高く，花粉症に対する意識の高

さがセルフケア実施につながっていると考える．

また，抗原検索有のものは無のものより，セルフケ

ア実施率が有意に高かった．正しい原因抗原の認識で，

セルフケアに対する意識が高まることも期待したい．

一方， 未発症で受診した患者は 23.2％にのぼった．
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「2003 年の花粉飛散開始は 2月上旬になること」，「初

期療法の有用性」が，マスメディアでも盛んに流され

た．このことは早期のメディカルケア実施には結びつ

いたと考えられる．

今後，花粉情報の活用・正しい診断とセルフケア実

施に対しての患者教育が重要と考える．当科では，個々

の患者指導のみならず地域住民を対象にした学習会・

パンフレット配付も実施している．近隣の花粉情報が

提供されることによって，今後セルフケアに対する意

識がどう変化していくのかも検討していきたい．

まとめ

1）スギ・ヒノキ科花粉飛散と花粉症患者セルフケ

アの実態をアンケートから検討した．

2）花粉飛散開始以前に 34.6％が受診しており，そ

の患者はセルフケアの実施率も高かった．

3）受診患者の抗原検索率は 45.5％であった．

4）84.8％の患者が花粉情報を利用していた．

5）女性の方が花粉情報利用率，セルフケア実施率が

高かった．

6）セルフケアを実施していた患者は 41.4％だっ

た．抗原検索を行ったことがあるもの・花粉情報を利

用するものは実施率が高かった．

7）今後，花粉情報の活用・正しい診断とセルフケア

実施に対して，患者教育をしていく必要がある．

本論文の要旨は第 53 回アレルギー学会総会で報告した．
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SELF-CARE FOR POLLINOSIS OF CEDAR AND CYPRESS
―FROMA QUESTIONNAIRE SURVEY―

Hiroe Arimoto1）, Naoto Azuma2）, Yoshinori Katada2）, Yukiko Sano3）and Satoshi Ogino4）
1）Department of Otorhinolaryngology, National Osaka-Minami Hospital

2）Department of Allergy, National Osaka-Minami Hospital
3）Sano ENT Clinic

4）Graduated School of Allied Health Sciences, Facility of Medicine, Osaka University

For patients with pollinosis, self-care is important as well as medical care. In this study, we investigated
the real situation of patients with pollinosis-how they manage their symptoms. A questionnaire-based exami-
nation was conducted among 488 patients who visited National Osaka-Minami hospital and Sano ENT clinic.
The onset of pollen dispersion occurred 17th Feb. 34.6％ of patients visited before the onset of pollen dis-

persion. 45.5％ of them had a checkup for allergens. 84.8％ of them utilized pollen information. 41.4％ of them
did self-care.
The rate of patients who utilized pollen information and did self-care was higher in female compared with

male. The rate of those who did self-care was significantly higher in the patients who visited before pollen dis-
persion, who had a checkup for allergens, who utilized pollen information, compared with the patients did not.

It is necessary to show the information of self-care as well as pollen, and suggest the importance of self-
care against pollen allergens.
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